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取
り
分
け
台
風
被
害
や
土

砂
災
害
へ
の
対
応
、
鳥
獣
被

害
へ
の
取
り
組
み
強
化
な
ど

率
先
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
橋

本
駅
設
置
に
伴
う
私
の
母
校

で
あ
る
相
原
高
校
の
移
転
に

も
尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
自
然
を
後
世
に

残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
愛
川
町

や
清
川
村
は
命
の
源
で
あ
る

山
や
水
を
守
り
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
森
林
環
境

税
が
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

す
が
、
市
町
村
へ
の
配
分
の

人
口
割
比
率
は
見
直
し
が
必

要
で
す
。
そ
の
為
に
も
現
場

を
知
っ
て
い
る
長
友
さ
ん
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
生
活
の
基
盤
で
あ

る
交
通
の
確
保
も
私
た
ち
の

地
域
に
は
不
可
欠
で
す
。
効

率
化
や
コ
ス
ト
削
減
か
ら
国

は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

崩
壊
し
ま
す
。
そ
れ
以
前
に

現
場
で
は
交
通
弱
者
の
足
の

確
保
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

長
友
さ
ん
は
竹
を
割
っ
た

よ
う
な
性
格
の
方
で
す
。
地

方
の
現
場
の
議
員
を
長
く
務

め
て
来
た
立
場
か
ら
、
現
場

を
見
て
、
声
を
聞
い
て
、
そ

れ
を
国
政
に
届
け
て
、
改
善

に
取
り
組
め
る
人
物
で
す
。

　
長
友
さ
ん
は
愛
川
町
・
清

川
村
の
お
隣
で
同
様
に
山
間

部
を
抱
え
る
相
模
原
市
緑
区

選
出
の
県
議
で
し
た
の
で
、

私
は
無
所
属
で
し
た
が
県
議

当
時
に
一
緒
に
山
の
整
備
や

水
を
守
り
、
農
を
支
え
る
施

策
を
推
進
す
る
仕
事
を
し
ま

し
た
。

元
神
奈
川
県
議
会
議
員（
愛
甲
郡
選
出
）

　
　
　
　
　馬
場
学
郎
さ
ん

衆
議
院
神
奈
川
14
区
総
支
部
長
の
長
友
よ
し
ひ
ろ
氏
が

野
田
佳
彦
元
総
理
に
経
済
政
策
や
今
後
の
野
党
の
在
り

方
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

国民生活が疲弊しています。
恩恵のある分配政策が必要です。

物価高…増税…

【
長
友
】物
価
高
を
始
め
と

し
て
国
民
生
活
や
現
場
の

経
済
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

現
場
に
対
す
る
手
当
が

必
要
。
同
時
に
、
将
来
に
対

す
る
安
心
感
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
「
生
活
を
下
支
え
す

る
支
援
策
」
と
「
未
来
を
見

据
え
た
積
極
的
な
人
へ
の

投
資
」
で
す
。
そ
れ
が
感
じ

ら
れ
な
い
政
府
の
対
応
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

【
野
田
】今
、
株
価
は
絶
好
調

で
す
。
し
か
し
、
国
民
の
暮

ら
し
生
活
実
感
か
ら
す
る
と
、

経
済
が
好
調
と
は
と
て
も
思

え
な
い
。
可
処
分
所
得
が
増

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
賃
上
げ
は
春
闘
で
上
昇
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
物

価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
更
に
値
上
が
り
す
る

品
目
が
増
え
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
活
感
は
一

層
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
ま
さ
に
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン

が
起
こ
っ
て
い
な
い
と
言
え

ま
す
。
や
は
り
、
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
と
い
う
考
え
方
が
間

違
い
な
の
で
す
。

　
円
安
を
進
め
て
輸
出
型
の

大
き
な
企
業
が
儲
か
れ
ば
、

そ
れ
が
設
備
投
資
に
回
り
、

賃
金
上
昇
に
回
る
か
と
い
う

考
え
方
で
す
。

【
長
友
】結
果
、
大
企
業
の
内

部
留
保
は
５
０
０
兆
円
を
超

え
て
、10
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

【
野
田
】私
は
予
算
委
員
会

で
岸
田
さ
ん
に
「
コ
ッ
プ
酒

に
並
々
酒
を
注
い
で
も
下
の

受
け
皿
ま
で
も
こ
ぼ
れ
て
こ

な
い…

」
と
い
う
こ
の
大
衆

酒
場
の
話
か
ら
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
は
起
き
て
い
な
い
。
だ

と
す
る
と
ト
リ
ク
ル
ア
ッ
プ

が
必
要
だ
と
政
策
転
換
を

求
め
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
恩
恵
が
当
た
っ

て
い
な
い
生
活
者
、
非
正
規

の
方
と
か
中
小
企
業
や
地
方

の
現
場
に
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を

当
て
た
分
配
の
政
策
を
す
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
の
人
た
ち

が
も
う
少
し
潤
っ
て
、
将
来

に
対
す
る
安
心
感
が
出
て
き

た
と
き
に
、
消
費
喚
起
に
つ

な
が
り
ま
す
。

そ
れ
が
ト
リ
ク
ル
ア
ッ
プ
、

つ
ま
り
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
長
友
】そ
う
い
う
政
策
を

も
っ
と
大
胆
に
打
ち
出
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
今
の
与
党
で
は
で

き
な
い
で
す
ね
。

【
野
田
】そ
れ
は
、
今
ま
で
の

否
定
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

こ
と
か
ら
で
き
な
い
の
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
道
半
ば
と

言
っ
て
い
る
よ
う
で
は
無
理

で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
（
立

憲
民
主
党
）
が
経
済
政
策
は

失
敗
だ
と
言
い
切
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
、
ト
リ
ク
ル
ア
ッ

プ
を
提
案
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
な
の
で
す
。

【
長
友
】日
本
の
企
業
数
の

９
９
・
７
％
を
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
占
め
て
い

ま
す
。
や
は
り
、「
生
活
の
現

場
」「
仕
事
の
現
場
」「
地
方

の
現
場
」
に
お
金
の
回
る
仕

組
み
に
変
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
ね
。

　
今
の
デ
タ
ラ
メ
な
「
政
治

と
カ
ネ
」
の
問
題
の
ウ
ミ
を

早
く
出
し
切
り
、
国
を
立
て

直
す
た
め
に
戦
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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お 名 前

ご 住 所

電話番号

相模原市緑区橋本3-17-5
わかばビル603号

長友よしひろ事務所行

現状の政治に対するご意見を教えて下さい。

※無記名でも構いません

立憲民主党［衆議院］
神奈川県第14区総支部

昭和45年（1970年）12月相模原市生まれ。
相模原市立大沢小→市立大沢中→神奈川県立弥栄西高→法
政大学卒。
大学入学と同時に衆議院議員（当時）藤井裕久先生事務所
入所。以後、約9年間の秘書時代を通し現場の政治を学ぶ。
公設秘書を最後に退職し、平成11年28
歳で相模原市議会議員に当選。2期務
めた後、神奈川県議会議員4期。
令和3年の衆議院選にて11万6273票
いただくも落選。再起に向け活動中!!

立憲民主党神奈川県
第14区総支部長として
国政改革に向けて活動中！

長友よしひろプロフィール

愛川町・清川村でも
街頭演説を実施中。

ご意見もお気軽にお寄せ下さい。

県議会で一緒に仕事をした
佐藤圭介県議と共に地域課題に

取り組みます。

地域の行事にも積極的に参加。
消防団員経験者として

消防団活動を応援しています。

土砂災害を防ぐために取り組み !!
　近年、土砂災害が各地で起きています。静岡県熱海市
で大雨に伴って盛土が崩落し、大規模な土石流災害が発
生したことから通称「盛土規制法」が昨年5月施行され
ました。しかしながら、各自治体が条例化するまでに2
年の猶予期間があります。つまり、この間は旧来の基準
となり、現状の計画などが進んでしまう可能性がありま
した。
　そこで、後藤祐一代議士と共に愛川町近接の相模原市
の土砂条例を盛土規正法並みの厳しい基準へ引き上げる
ことを何度となく求めてきました。交渉の結果、本村市
長の英断で昨年10月に条例規則を先行改正し、法同様
の基準引き上げが実現しました。

リニア車両基地への駅設置を目指します !!
　相模原市緑区鳥屋地区にリニア中央新幹線の車両基地が建設されます。車
両基地から回送線が品川駅に（橋本駅経由で）向かいます。
この回送線を旅客化し、鳥屋地区への新駅設置を目指しています。

県議会でも幾度となく取り上げました。本村相模原市長、黒岩県知事からも
前向きな回答を得ています。
JR西日本の福岡にある新幹線博多総合車両所と博多駅間で引き込み線

（回送線）を旅客化した「博多南駅」があります。駅設置に至った経緯や現
状をいち早く調査もしました。

0147

2025 11
11

　実現すれば津久井地域だけでなく近接する宮ケ瀬地
区や半原地区の利便性も向上します。バスなどの
交通ネットワークも構築できることが想定されます。
　これまでの経緯を踏まえ、国政でも取り組みます。

2024年5月20日

今の政治では
日本がダメになる

だから、具体的な提案を持って

長友よしひろLINE公式アカウント。是非ご登録をお願いします。

活力ある、持続可能な地方の実現のために
長友よしひろの取り組み

愛甲郡で初めての集会を開催します。デタラメな政治を変えるべく、
皆様からのご意見を伺う会です。愛川・清川から挑みます。どなた
でも参加できます。お気軽にお越し下さい。お待ちしています。

日 時：令和6年6月16日（日）
開 場 /  午後2時 開 始 /  午後2時３0分

場 所：愛川町立 文化会館 3階 大会議室
参加費、事前申込はありません。お問い合わせ先…長友よしひろ事務所042-779-1377

国政の未来を語る会in愛甲郡国政の未来を語る会in愛甲郡
（愛川町・清川村）（愛川町・清川村）

長友よしひろ長友よしひろ

衆議院議員
後藤祐一さん

神奈川県議会議員
佐藤圭介さん

ゲスト


